
事業評価の流れ

■予算効率の評価

■作業効率の評価

　当該事業・取組みが，コストに
見合った結果が出ているか，実施
手段が効率的であったか比較検証
し評価します。

効率性評価

　これまでの進みをみる進捗度を
評価します。指標値は高いほど良
い評価となります。

■達成度

■進捗度

　事業・取組みで設定した評価指
標の目標の達成度を評価します。
指標値は大きいほど良い評価とな
ります。

経営審議会による方向性評価

　予定した作業量に対し，効率的
に取り組みが実施されたか評価し
ます。指標値は低いほど良い評価
となります。

　2次評価結果を受け，見直し・改善が必要な事業・取り組みについて
は，全体の財政計画に配慮する中で予算にその内容を反映すると共に，
次期計画（実施計画）作成時には，改善内容を反映する。
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　第三者機関の新潟市水道局経営審議会にて，1次評価結果等を総合的に勘案し，今
後の方向性（優先性）について評価します。

　取り組み結果に対し，予算が効
率的に執行されているか評価しま
す。指標値は少ないほど良い評価
となります。

有効性評価

　重点目標等を達成するために有
効であったか，期待する結果・効
果（成果）は得られたか比較検証
し評価します。
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